






研究目的 

クレチン症スクリーニングにおいて我々は大阪市更生療育センター大浦先生と共に外部標

準検体を用いた精度管理を行なっているが,以前より各センター間での測定値のばらつき

が問題となっている。これは各センターで用いられているキットがさまざまであることが

1 つの問題である。今回我々は各社の TSH キットの抗原となる市販抗原および国際標準品

について検討した。 


